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再  評  価  書 

事 業 名     県営地域水産物供給基盤整備事業 事業区分 神 島
（かみしま）

漁港 室   名 水産基盤室 

平成６年～ 

平成１９年（予定） 

        (負担率：国：県：他) 

７，３３９百万円(80～55：20～35：0～10) 
事業概要 

工   期

(下段：当初) 平成６年～ 

平成１７年（予定） 

全体事業費 

(下段：当初)         (負担率：国：県：他) 

６，５１４百万円(80～55：20～35：0～10) 

事 業 目 的 及 び 内 容 

 当地区は、伊勢湾口に浮かぶ人口５００人余りの離島で、鳥羽市４有人離島のうち最も遠い島となっていま

す。また、伊勢湾口部で外海と接しており、特に太平洋側からの強い波浪を受けやすい地形状となっています。

この為、島の周囲は潮流が速いこともあり、恵まれた漁場を形成しています。また、平地が少なく農地がほとん

どないことから、漁業が地域の産業の中心となっています。 

 主な漁業は、船びき網漁業など１０～２０トン階層漁船を利用する沖合漁業と、釣り、たこつぼ漁及び刺網漁

など１０トン階層までの漁船を利用する沿岸漁業が行われています。 

 当漁港は、神島唯一の港であり漁業のみならず生活物資搬入など島民の生活に欠かせない施設となっていま

す。しかしながら、台風や発達した低気圧による荒天時には港内の波が高く、漁船を安全に係留することができ

ない状況となり、鳥羽市の本土に避難しています。さらに、港内の泊地は狭小で船舶の航行に支障を来たしてお

り、用地・係留施設も慢性的に不足した状態であります。 

 また、市営定期船乗り場は、潮の干満差による落差が大きく、船への乗降や物資の積み卸しに大変な労力や危

険を伴うため、改善が望まれています。 

そこで、これらを改善するため、平成６年度から全体計画事業費６，５１４百万円として神島漁港修築事業に

着手しました。 

 平成１２年度における再評価時点での事業内容は、次のとおりでした。 

① 外郭施設 護岸工 L=565m、突堤(１) L=40m、突堤(２) L=13m、南防波堤 L=70m、 

自然調和型マウンド※１ 1式、防波堤撤去 L=140m 

 ② 水域施設 －2.0m泊地 A=1,500㎡、－3.0m泊地 A=3,400㎡ 

 ③ 係留施設 －3.0m岸壁 L=420m、浮桟橋 １基、船揚場 L=30m 

 ④ 輸送施設 道路 L=515m 

 ⑤ 用  地 用地 A=6,500㎡ 

事 業 主 体 の 再 評 価 結 果 

１ 再評価を行った理由 

 平成１２年度の再評価実施後５年を経過し、なお継続中ですので、三重県公共事業再評価実施要綱第２条

（３）に基づき再評価を行いました。 

２ 事業の進捗状況と今後の見込み 

① 平成６年度から事業に着手し、平成１７年度までに外郭施設、水域施設、係留施設、輸送施設及び用地に

ついて概ね完了し、残事業は突堤(１) L=40m、南防波堤 L=40m、船揚場(２) １式及び用地(３) A=4,000 ㎡と

なっており、静穏度も向上してきています。 

② 事業の進捗は、事業費で平成１７年度末までに９０％完了し、残事業は１０％となっています。 

 ③ 今後も、厳しい財政状況が続くと予測されますが、効率的な事業の計画を行い、平成１９年度には全体計画

を完了する見込みです。 

３ 事業を巡る社会経済状況等の変化 

（１）全体計画の変更 

当地区は、第９次漁港整備計画（計画期間平成６年度から平成１２年度まで）の中で、神島漁港修築事

業として整備を行いました。平成１２年度再評価時点では、これまでの長期計画期間が５ヶ年とされてい

たことから、整備年度を平成１３年度から平成１７年度までの５ヶ年の整備計画としていました。平成１

４年に漁港漁場整備法の改正に伴い、平成１４年度に県営地域水産物供給基盤整備事業として平成１９年

度まで整備を進めることになりました。 

この時、鳥羽市や地元漁協とも協議を行い、次項のとおり事業費７，３３９百万円（８２５百万円増）

で全体計画を変更しました。 
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① 外郭施設 護岸工 L=565m、護岸工(改良) L=260m（新設）、突堤(１) L=40m、 

突堤(２) L=12.5m（0.5m減）、南防波堤 L=70m、自然調和型マウンド 1式、 

防波堤撤去 L=140m 

② 水域施設 －2.0m泊地 A=1,500㎡、－3.0m泊地 A=2,400㎡（1,000㎡減）、 

－3.0m泊地 A=7,500㎡（新設） 

  ③ 係留施設 －3.0m岸壁 L=160m、－3.0m岸壁(１) L=120m、－3.0m岸壁(２) L=124m（16m減）、 

         －3.0m岸壁(蓄養※２) L=61m（新設）、 

－3.0m岸壁(改良)【防暑雨施設※３】 １式（新設）、 

浮桟橋 １基、船揚場(１) １式、船揚場(２) １式（新設） 

  ④ 輸送施設 道路 L=560m（45m増） 

  ⑤ 用  地 用地 A=6,260㎡（240㎡減） 

（２）周辺環境の変化 

    平成１２年度の再評価時点に比べ、集落人口は、５７６人（Ｈ１２）から５３４人（Ｈ１５）と４年間

で４２人減少（約７％減）していますが、組合員数は２８２人から２７６人と僅か６人の減少（約２％

減）となっています。一方で、神島漁港に係る利用漁船数は１７６隻（Ｈ１２）から１７６隻（Ｈ１５）

と変化はありませんが、漁獲量については２９９トン（Ｈ１２）から３５８トン（Ｈ１５）と約２０％増

加しており、陸揚金額も３００百万円（Ｈ１２）から３５７百万円（Ｈ１５）と約１９％増加していま

す。全体的に人口は一部減少する中、漁獲高等は増加しており、島における漁業の重要性はさらに高まっ

ています。 

（３）財政状況の変化 

    本県の厳しい財政状況によって事業進捗が伸び悩む傾向にあり、今後もこの状況は続くものと考えられ

ることから、さらなるコスト縮減を進めることとしています。 

４ 事業採択時の費用対効果分析の要因の変化、地元の意向の変化等 

４－１ 費用対効果分析 

    Ｂ（総便益額）＝９，１２２百万円 

Ｃ（総費用額）＝８，０４０百万円 

Ｂ／Ｃ（費用便益率）＝１．１３ 

４－２ 地元の意向 

    鳥羽市や鳥羽磯部漁業協同組合からは、外郭整備による静穏度向上や係留施設及び用地整備による利用

性・安全性の向上の声が寄せられており、事業の早期完了への強い要望をいただいております。 

５ コスト縮減の可能性や代替案立案の可能性 

５－１ コスト縮減 

    用地埋立土に他事業の残土を利用することにより約２１６百万円、また既設防波堤撤去時のコンクリー

ト方塊を自然調和型マウンドに利用することにより約１８百万円のコスト縮減を図っています。今後も用

地整備において再生路盤材を使用する等、積極的なコスト縮減に努めます。 

５－２ 代替案 

    本島では、新たに漁港を整備することは多額の費用が必要となることや、地形的な制約もあり困難であ

ると考えられることから、現計画内容が妥当であると判断します。 

再 評 価 の 経 緯 

当事業は、平成１２年度に答申されて再評価審査委員会の意見に対する対応を次のとおり行っています。 

１ 整備基準や将来計画及び社会情勢の変化を踏まえた整備の必要性、シミュレーション結果などを活用した整

備効果についてわかりやすい説明を要望する。 

 →今回、静穏度のシミュレーション（波高分布図）を説明資料に添付しました。 

２ 漁港整備に関しては、漁協合併などの広域化を踏まえた総合的な計画づくり、重点的な事業実施を図るべき

である。 

 →県内の漁協合併構想に基づき平成１４年１０月に鳥羽市と隣接する磯部町の２２漁協が広域合併し、認定漁

協である鳥羽磯部漁業協同組合が発足しました。各漁港ごとの地域性や流通経路等をもとに、総合的な計画づ

くり、重点的な事業実施を図るよう進めています。 

事 業 主 体 の 対 応 方 針 

三重県公共事業再評価実施要綱第３条の規定により再評価を行った結果、同要綱第５条第１項に該当すると判

断されるため、当事業を継続したいと考えています。 

※１ 自然調和型マウンド：防波堤前面に、漁場環境の保全や自然環境に配慮し、捨石マウンドを造成したもの。 

※２ 蓄
ちく

   養
よう

：水揚げされた活魚を一時的に生簀に生かすこと。 

※３ 防暑雨
ぼうしょう

施設：消費者へ安心で安全な漁獲物を供給するため、直射日光や降雨から漁獲物を保護する屋根の

ある施設のこと。 


